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｜
世
界
広
布
と
創
価
学
会
｜
① 

創
価
学
会
の
歴
史 

 

※
創
価
学
会
の
歴
史
に
つ
い
て
、
次
ペ
ー
ジ
の
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

現
代
に
お
い
て
日
蓮
大
聖
人
の
精
神
を
継
承
し
、
世
界
広
宣
流
布
の
使
命
を
自
覚
し
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
実
践
し
抜
い
て
き
た
教
団
が
（ 

創
価
学
会 

）
で
す
。 

現
代
に
お
け
る
広
宣
流
布
の
自
覚
と
実
践
を
確
立
し
た
指
導
者
が
（ 

牧
口
常
三
郎 

）
初
代
会
長
、 

（ 

戸
田
城
聖 

）
第
二
代
会
長
、
（ 

池
田
大
作 

）
第
三
代
会
長
・
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長 

の
三
代
会
長
で
す
。 

 

「
創
価
」
と
は
（ 

価
値
創
造 
）
と
い
う
意
味
で
す
。 

創
価
学
会
は
当
初
（ 

創
価
教
育
学
会 

）
と
い
う
名
称
で
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
名
称
で
『
創
価
教
育

学
体
系
』
が
発
刊
さ
れ
た
昭
和
５
年
（
１
１
月
１
８
日
）
が
創
価
学
会
の
創
立
記
念
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

投
獄
を
経
て
昭
和
２
０
年
（ 

７
月 

３
日
）
に
出
獄
し
た
戸
田
先
生
が
、
教
育
改
革
だ
け
で
は
な
く
、

全
民
衆
の
幸
福
と
世
界
平
和
を
実
現
す
る
と
の
目
的
に
即
し
て
名
称
を
「
創
価
学
会
」
と
改
め
ま
し
た
。 

 

戦
時
下
の
昭
和
１
８
年
６
月
、
軍
部
政
府
の
弾
圧
を
恐
れ
た
宗
門
は
創
価
学
会
に
対
し
て
（ 

神
札 

）

を
受
け
る
よ
う
通
達
し
ま
し
た
が
、
学
会
は
日
蓮
大
聖
人
が
示
さ
れ
た
（ 

謗
法
厳
誡 

）
の
教
え
を
貫

き
、（ 

神
札 

）
の
受
取
り
を
拒
否
し
ま
し
た
。 

 

戸
田
先
生
の
獄
中
で
の
悟
達
が
戦
後
創
価
学
会
発
展
の
原
点
と
な
り
ま
す
。 

そ
れ
は
（ 

仏
と
は 

生
命
で
あ
る 

 
 

）
と
（ 

わ
れ
地
涌
の
菩
薩
な
り 

 

）
で
す
。 

（ 

５
月 

３
日
）
は
昭
和
２
６
年
に
戸
田
先
生
が
、
昭
和
３
５
年
に
池
田
先
生
が
会
長
に
就
任
し
た
日

で
す
。
戸
田
先
生
は
第
二
代
会
長
就
任
に
際
し
て
（ 

７
５
万 

）
世
帯
の
折
伏
を
誓
願
し
、
大
折
伏
戦

を
展
開
。
そ
の
先
頭
に
立
た
れ
た
の
が
若
き
日
の
（ 

池
田
先
生 

）
で
し
た
。 

 

昭
和
２
７
年
４
月
、
立
宗
７
０
０
年
の
節
目
に
『（ 

日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集 

）』
を
発
刊
し
、 

（ 

御
書 

）
根
本
の
精
神
が
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

昭
和
３
２
年
（ 

９
月 

８
日
）
戸
田
先
生
は
創
価
学
会
の
平
和
運
動
の
基
調
と
な
る
（ 

原
水
爆
禁
止

宣
言 

）
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

権
力
の
魔
性
と
の
戦
い
と
し
て
、
北
海
道
で
起
き
た
（ 

夕
張
炭
労 

）
事
件
、
無
実
の
選
挙
違
反
容
疑

で
池
田
先
生
が
投
獄
さ
れ
た
（ 

大
阪 

）
事
件
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

昭
和
３
３
年
（ 

３
月
１
６
日
）、
戸
田
先
生
か
ら
池
田
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
青
年
部
に
広
布
の
一
切

を
託
す
儀
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

池
田
先
生
は
昭
和
３
５
年
（ 

５
月 

３
日
）
に
第
三
代
会
長
に
就
任
し
、
同
年
（ 

１
０
月
２
日 

）
に 

世
界
広
布
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

昭
和
５
０
年
グ
ア
ム
で
発
足
し
た
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
は
（ 

創
価
学
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

）
の
略
称
で
す
。 

 

池
田
先
生
は
創
価
学
会
の
歴
史
と
精
神
を
残
す
た
め
に
聖
教
新
聞
に
（ 

小
説
『
人
間
革
命
』 

）
の 

連
載
を
開
始
。
現
在
の
（ 

小
説
『
新
・
人
間
革
命
』 

）
に
続
い
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
５
２
年
頃
か
ら
宗
門
に
よ
る
学
会
批
判
が
表
面
化
し
、
池
田
先
生
は
学
会
員
を
守
る
た
め
に 

昭
和
（ 

５
４
年
４
月 

）
２
４
日
に
第
三
代
会
長
を
勇
退
し
て
名
誉
会
長
に
な
り
ま
し
た
。 
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牧
口
常
三
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戸
田
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池
田
大
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創
価
学
会 

 

夕
張
炭
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大
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東
京 

 
価
値
創
造 

 

原
水
爆
禁
止
宣
言 

 

創
価
教
育
学
体
系 

 

人
間
革
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新
・
人
間
革
命 

 

仏
と
は
生
命
で
あ
る 

 

わ
れ
地
涌
の
菩
薩
な
り 

 

人
の
振
る
舞
い 

 

御
書 

 

日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集 

 

創
価
教
育
学
会 

 
 

 

創
価
学
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

 

神
札 

 

謗
法
厳
誡 

 

随
方
毘
尼 

 

人
間
共
和 

 

 

昭
和
３
５
年 

 
昭
和
５
４
年 

４
月 

５
月 

 

７
５
万 

７
５
０
万 

７
万 

 
 

 

１
１
月
１
８
日 

 
５
月
３
日 

 

７
月
３
日 

 

１
０
月
２
日 

 

 

※
次
に
挙
げ
る
年
月
日
に
当
た
る
事
柄
を
語
群
か
ら
選
ん
で
記
入
し
な
さ
い
。 

 

昭
和 

５
年
１
１
月
１
８
日 

（ 
創
価
学
会
の
創
立 

 
 
 
 
 
 
 

） 

昭
和
２
０
年 

７
月 

３
日 

（ 

戸
田
先
生
の
出
獄 

 
 
 
 
 
 
 

） 

昭
和
２
２
年 

８
月
２
４
日 

（ 

池
田
先
生
の
入
信 

 
 
 
 
 
 
 

） 

昭
和
２
６
年 

５
月 

３
日 

（ 

戸
田
先
生
の
第
二
代
会
長
就
任 

 
 

） 

昭
和
３
２
年 

７
月 

３
日 

（ 

池
田
先
生
の
入
獄 

 
 
 
 
 
 
 

） 

昭
和
３
２
年 

７
月
１
７
日 

（ 

池
田
先
生
の
出
獄 

 
 
 
 
 
 
 

） 

昭
和
３
３
年 

３
月
１
６
日 

（ 

広
宣
流
布
記
念
の
日 

 
 
 
 
 
 

） 

昭
和
３
３
年 

４
月 

２
日 

（ 

戸
田
先
生
の
逝
去 

 
 
 
 
 
 
 

） 

昭
和
３
５
年 

５
月 

３
日 

（ 

池
田
先
生
の
第
三
代
会
長
就
任 

 
 

） 

昭
和
３
５
年
１
０
月 

２
日 

（ 

池
田
先
生
・
世
界
広
布
の
第
一
歩 

 

） 

昭
和
５
０
年 

１
月
２
６
日 

（ 

Ｓ
Ｇ
Ｉ
発
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

昭
和
５
４
年 

４
月
２
４
日 

（ 

池
田
先
生
の
第
三
代
会
長
勇
退 

 
 

） 

  

戸
田
先
生
の
第
二
代
会
長
就
任 

 

創
価
学
会
の
創
立 

 

広
宣
流
布
記
念
の
日 

 
 

池
田
先
生
の
第
三
代
会
長
就
任 

 

戸
田
先
生
の
出
獄 

 

池
田
先
生
の
入
信 

池
田
先
生
の
入
獄 

 

池
田
先
生
・
世
界
広
布
の
第
一
歩 

 

Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
発
足 

池
田
先
生
の
出
獄 

 

戸
田
先
生
の
ご
逝
去 

池
田
先
生
の
第
三
代
会
長
勇
退 

 

  


